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「よく考え よいと思ったらすぐやる」

元プロ野球選手・監督。読売ジャイアンツ終身名誉監督である長嶋茂雄氏がお亡くな
りになったとのニュースが全国に響き渡りました。
「私はきょう引退をいたしますが、わが巨人軍は永久に不滅です。」という言葉を残し

て現役を引退した、昭和を象徴する大スターの訃報に時の流れを感じずにはいられま
せんでした。
長嶋茂雄氏をはじめ、先人達の礎のもとに、今を輝く大谷翔平選手をはじめとするメ

ジャーリーガーたちの活躍があるのではないでしょうか。
そんなメジャーリーガーの中でもひときわ輝いていたのは，2001年から大リーグのマ

リナーズなどでプレーしたイチロー選手です。シーズン262安打の大リーグ記録を打ち
たてるなど2019年の引退までに多くの功績を残し、２０２５年1月、日本選手で初めての
アメリカ野球殿堂入りを果たしました。まさに平成を代表する大スターです。
現役引退後も、野球をはじめとするスポーツ界で精力的にアスリートとして活動する

イチロー選手ですが、その発言にも多くの注目が集まるところです。

嫌いなことをやれといわれてやれる能力は、後で必ず生きてきます
これは、常に進化を続け前進する一流のプロ野球選手「イチロー」が現役当時に「嫌

いなこと」への姿勢について語った言葉です。
人間誰しもが「楽しいこと」をやりたいと思っています。逆に言えば、「おもしろくない

こと」「苦しいこと」「面倒くさいこと」は、多くの人が嫌がることといえるのかもしれませ
ん。
しかし、一流の中の一流ともいえるイチロー選手は、嫌いなことに文句を言わず行え

ることは大切なスキルだと説いているのです。
今、この瞬間にある目の前の嫌なことから逃げずに課題に立ち向かっていくことは、

間違いなく将来の糧となっていることだと思います。

さて、本町では、この４月に錦江町教育基本計画（今後５年間で取り組む施策等）を
策定しました。基本目標に、「夢や希望を実現し ともに未来を創る人づくり」～心豊か
でたくましい子供の育成～を掲げています。その中でも「たくましさ」を最重点事項とし
て、未来社会の創り手となる錦江町の子供たちを育てて参ります。
たくましい心身の一つとして、「逆境や挫折から立ち直れる心」があげられます。子供

自身が自分で解決できるように、大人が寄り添い、見守り、見届ける支援を続けていき
たいと思います。

学習場面においても「おもしろくないこと」「苦しいこと」「面倒くさいこと」に類すること
はあると思います。しかし､イチロー選手の言うように「嫌いなことに文句を言わず行え
ること」は大切なスキルです。それこそが学習での「たくましさ」と言えるのではないでし
ょうか。わたしたち大人にできることは、子供たちが自力で解決できたという自信につな
がるように寄り添い、見守り、見届けることを繰り返し続けていくことだと思います。すぐ
に結果が出るものではありません。まさに根比べです。

＜神川小学校Facebook＞
子供たちの日々
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